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研究成果の概要（和文）：　2020年度、佐賀県東名遺跡から出土した縄文時代早期人骨について遺伝子解析をお
こない、ミトコンドリアゲノムの全体および核ゲノムの一部を明らかにした。これは、中部地方以西の縄文時代
人のゲノムに関する初の論文報告である。2021年度、礼文島浜中2遺跡出土オホーツク文化人骨について遺伝子
解析をおこない、全ゲノム配列を決定した。これはオホーツク文化人骨のゲノムに関する初の論文報告である。
2022年度は、喜多方市灰塚山古墳より出土した男性首長人骨のゲノム分析をおこなった。これは東北地方古墳時
代人のゲノムに関する初の論文報告である。

研究成果の概要（英文）：In FY2020, we conducted genetic analysis of Early Jomon human skeleton 
excavated from the Higashimyo Site, Saga, and determined the entire mitochondrial genome and part of
 the nuclear genome. In FY2021, we conducted genetic analysis of the Okhotsk Culture human skeleton 
excavated from the Hamanaka 2 site on Rebun Island, and determined the entire genome sequence. In 
FY2022, we analyzed the genome of a male chief human skeleton excavated from the Haizukayama burial 
mound in Kitakata city. This is the first report on the genome of Kofun period human skeleton in the
 Tohoku region.

研究分野： 古人骨DNA分析

キーワード： 古人骨　核ゲノム　ミトコンドリアゲノム　日本列島人の成立過程

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この期間内におこなったゲノム分析は、縄文早期の九州、オホーツク文化人骨、東北地方古墳時代人、和歌山県
の海岸洞窟の古墳時代人など、幅広い地域、時代をカバーする数多くの人骨についておこなわれ、文書や学会発
表で公表されている。これらのデータは、日本列島人の成立過程を詳細に明らかにするために不可欠の知見であ
り、学術的・社会的に意義深いものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
エミシとは、考古学的には東北地方に居住し、中央政権に服従しない人々を一括して示し、遺

伝的に中央政権の担い手と異なるか否かは問題ではないという考え方が主流となっている。一

方でエミシには、独自の言語など、中央政権の構成員と明らかに異なる文化をもった集団も存在

していたとされることから、中央政権の構成員とは異なる人類集団、即ち遺伝的に異なる特徴を

有した集団が存在した可能性がある。 

申請者は、東日本出土の縄文時代か

ら江戸時代までの人骨を中心に、多数

の 古 人 骨 の ミ ト コ ン ド リ ア

DNA(mtDNA)解析をおこなってきた。そ

の結果、東北地方住民の持つ mtDNA の

ハプログループには、興味深い経時的

変化があることが明らかとなった(右

図参照)。縄文時代人ではハプログル

ープ N9b と M7a の頻度が非常に高い。

一方、現代人ではその頻度が大きく低下し、代わりに、東アジア全体で普遍的に高頻度であるハ

プログループ D4 (D4h2 以外)の頻度が最も高くなっている。また、観察された遺伝子型の数も大

きく増加している。この変化は、主体的人類集団が東北地方で大きく変化した可能性を示し、隣

接集団（北海道および関東・北陸）からの影響が示唆される。しかしながら、その変化がいつ、

なぜ、どこから始まったのか、また縄文時代人の遺伝的影響がいつ頃まで存続したのか、その詳

細は不明である。 

上記の変化は、縄文的な遺伝的特徴を色濃く保持した異民族としてのエミシが存在した可能

性を示唆する。しかしながら、これまで解析されてきた mtDNA では母系の情報しか得ることがで

きず、父系も含めた縄文から現代までの遺伝的変遷を総合的・網羅的に系統分析するには情報量

が余りにも不足していた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、エミシの可能性のある紀元 5～10 世紀頃の東北地方に在住していた人々につい

て、その遺伝的実体を明らかにするとともに、mtDNA 解析から示唆された東北地方における人類

集団の遺伝的転換の実態を解明することを目的とした。また、その転換の要因と考えられる隣接

集団とのＤＮＡの比較から、その成因についての検証を行った。これらは、日本列島全土の人類

集団の成立史を明らかにする上でも重要な知見を与える。 

このために、本研究では 2つの要素に着目した。一つ目は、mtDNA とは比較にならぬほど大量

の遺伝情報を得ることができ、解析対象の正確な遺伝的位置づけを明らかにできる核ゲノムの

網羅的分析を対象とする古人骨についておこなうこと、二つ目は、各個体・遺跡に付随する考古

学的情報を踏まえて、遺伝子解析の結果を考察することである。 

古代人の核ゲノム解析は、我が国では北海道、東北、愛知県の縄文時代人、および西北九州弥

生時代人について論文報告があるが、東日本の弥生時代〜中世までのゲノム情報は欠落する。東

北地方の古代人骨についてこれをおこない、各個体および集団の遺伝的実像の把握とその経時

的変遷を明らかにしようとする試みは本研究以外になく、独創的である。 

また、従来の古人骨 DNA 研究の多くには、その成果を形態人類学や考古学の知見を用いて解釈



しようとする姿勢が欠けていた。遺跡の位置、人骨の出土地点や埋葬形式・形態的特徴、および

年代や副葬品についての情報と遺伝子解析の結果を併せ考えることで、例えばある特定の遺伝

的特徴を持つ集団にのみみられる埋葬形式や副葬品が明らかになるといった、遺伝学と形態人

類学、考古学が密接に結びつくことでしか明らかにできない事実を解明することができる。この

点においても本研究は独創的であり、「いにしえを考える」という本来の意味での考古学を創造

する研究であると考える。 

 
３．研究の方法 
エミシの可能性がある東北地方の古墳時代を含む古人骨について、以下のように分析を進め

た。まず申請者らの確立した 1塩基多型検出法（Kakuda et al., PLoS ONE, 2016）を用いて

mtDNA のハプログループを決定した。DNA の状態が良好と判断された試料については、次世代シ

ークエンサーを用いたミトコンドリア及び核ゲノムの解析を行った。これらのデータを他の現

代人・古代人のゲノムと比較し、エミシと呼ばれた古代の東北人の集団遺伝学的位置づけを明確

にすることを試みた。その際に、炭素 14 年代測定法で資料の年代分析をすることで時間軸を明

確にし、検証の精度を上げた。人類学的・考古学的に重要な所見のある個体については、これら

の所見と遺伝情報との関係について検討した。 

 
４．研究成果 

2020年度、佐賀県東名遺跡から出土した縄文時代早期人骨について遺伝子解析をおこない、

ミトコンドリアゲノムの全体および核ゲノムの一部を明らかにした。これは、中部地方以西の

縄文時代人のゲノムに関する初の論文報告である。2021年度、礼文島浜中2遺跡出土オホーツク

文化人骨について遺伝子解析をおこない、全ゲノム配列を決定した。これはオホーツク文化人

骨のゲノムに関する初の論文報告である。2022年度は、喜多方市灰塚山古墳より出土した男性

首長人骨のゲノム分析をおこなった。これは東北地方古墳時代人のゲノムに関する初の論文報

告である。 

これらの業績を含め、論文報告24編、学会発表10演題、著書1冊を発表した。 
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 オープンアクセス  国際共著
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